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令和５年第１回下仁田町議会定例会会議録第２号（９日） 
招集年月日 令和５年３月７日 

招集の場所 下 仁 田 町 議 会 議 場 

開閉会日時 開 会 令和５年 ３月 ７日午前10時00分 議 長 佐 藤   博 

及 び 宣 言 閉 会 令和５年 ３月１７日午前10時14分 議 長 佐 藤   博 

議 員 出 席 状 況 議席番号 氏 名 
応招 

不応招 

別 

出欠席 

別 

議席番号 氏 名 
応招 

不応招 

別 

出欠席 

別 

応 招 １１名 １ 小井土 光 弘 ○ ○ ７ 佐 藤  博 ○ ○ 

不応招  ０名 ２ 大 手 博 幸 ○ ○ ８ 千 野 榮 治 ○ ○ 

出 席 １１名 ３ 佐々木 信 也 ○ ○ １０ 堀 口 博 志 ○ ○ 

欠 席  ０名 ４ 岡 田 邦 敏 ○ ○ １１ 岡 田 武 二 ○ ○ 

欠 員  ０名 ５ 木 暮 弘 元 ○ ○ １２ 佐 藤 公 夫 ○ ○ 

【 凡  例 】 

○応招・出席を 

 示す 

×欠席・不応招 

 を示す 

６ 岩 崎 正 春 ○ ○     

        

        

会 議 録 署 名 議 員 １番 小井土 光 弘 ２番 大 手 博 幸  

職務のため議場に 

出席したものの氏名 
事 務 局 長 佐 藤 正 明 書 記 佐 藤 里 奈 

 町 長 原  秀 男 福 祉 課 長 猪 野 ともえ 

地方自治法 教 育 長 里 見 立 夫 保 健 課 長 岩 井  収 

第１２１条に 総 務 課 長 岡 野  均 農 林 課 長 佐 藤 圭 司 

より説明のた 企 画 課 長 神 戸 領 栄 商 工 観 光 課 長 林  光 一 

め出席した者 住 民 税 務 課 長 下 山 光 一 建 設 水 道 課 長 荻 野 文 昭 

の氏名 会 計 課 長 岡 野 宏 巳 教 育 課 長 竹 内  誠 
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議 事 日 程  別紙のとおり 

 ───────────────────── 

会 議 に 付 し た 議 件 

 ───────────────────── 

１ 第１号議案 下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

３ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

４ 第２号議案 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について 

５ 第３号議案 富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協議につ 

        いて 

６ 第４号議案 下仁田町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

７ 第５号議案 下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 

８ 第６号議案 下仁田町起業支援テレワークオフィスの設置及び管理に関する条例 

        の一部を改正する条例 

９ 第７号議案 下仁田町中小企業・小規模企業振興基本条例 

10 第８号議案 下仁田町屋外運動場照明施設の設置及び管理に関する条例を廃止す 

        る条例 

11 第９号議案 町道路線の認定について 

12 第10号議案 令和４年度下仁田町一般会計補正予算（第５号） 

  第11号議案 令和４年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  第12号議案 令和４年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  第13号議案 令和４年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  第14号議案 令和４年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 

13 第15号議案 令和５年度下仁田町一般会計予算 

  第16号議案 令和５年度下仁田町国民健康保険特別会計予算 

  第17号議案 令和５年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算 

  第18号議案 令和５年度下仁田町介護保険特別会計予算 

  第19号議案 令和５年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算 

  第20号議案 令和５年度下仁田町水道事業会計予算 

14 陳情第３号 国に「旧統一教会等による被害の防止・救済を求める意見書」の提 

        出を求める陳情書 

 

会 議 の 経 過 

────────────── 
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    開  会    令和５年３月９日  午前１０時００分 

────────────────── 

○議長 佐藤博  おはようございます。 

     これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  日程第１、第１号議案「下仁田町固定資産評価審査委員会委員の

選任について」を議題とし、提案理由の説明を総務課長に求めます。 

     総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、第１号議案を朗読し、ご提案、ご説明申し

上げます。 

     第１号議案 下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

     下記の者を下仁田町固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方

税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求める。 

     記、住所、■■■■■■■■■■■■■■、氏名、神戸俊、■■■■■■

■■■■■■■、任期、令和５年３月２３日から令和８年３月２２日まで。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     提案理由ですが、小井土敏明氏が令和５年３月２２日をもって任期満了と

なるためでございます。 

     以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、採決いたします。 

     第１号議案を、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  異議ないものと認めます。よって、第１号議案は、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第２、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」を議題とし、提案理由の説明を住民税務課長に求めます。 

     住民税務課長 

（下山光一住民税務課長 登壇） 

○住民税務課長 下山光一  命によりまして、諮問第１号を朗読し、ご提案、ご説

明申し上げます。 

     諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について。 

     下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法
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第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

     記、住所、■■■■■■■■■■■■■■、氏名、小井圡健一、■■■■

■■■■■■■■■■。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     提案理由でございますが、中澤一夫氏が令和５年６月３０日任期満了とな

るためでございます。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、採決いたします。 

     諮問第１号を、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  ご異議ないものと認めます。よって、諮問第１号は、原案のとお

り同意することに決定いたしました。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第３、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」を議題とし、提案理由の説明を住民税務課長に求めます。 

     住民税務課長 

（下山光一住民税務課長 登壇） 

○住民税務課長 下山光一  命によりまして、諮問第２号を朗読し、ご提案、ご説

明申し上げます。 

     諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について。 

     下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法

第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

     記、住所、■■■■■■■■■■■■■■■、氏名、赤岡長治、■■■■

■■■■■■■■■。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     提案理由でございますが、赤岡ちよ子氏が、令和５年６月３０日任期満了

となるためでございます。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、採決いたします。 

     諮問第２号を原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  異議ないものと認めます。よって、諮問第２号は原案のとおり同

意することに決定いたしました。 

──────────────────── 
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○議長 佐藤博  次に、日程第４、第２号議案「群馬県市町村総合事務組合の規約

変更に関する協議について」を議題とし、提案理由の説明を総務課長に求め

ます。 

     総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、第２号議案を朗読し、ご提案、ご説明申し

上げます。 

     第２号議案 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について。 

     群馬県市町村総合事務組合規約の変更について、地方自治法第２８６条第

１項本文の規定により、別紙のとおり群馬県市町村総合事務組合組織団体間

において協議の上定めることについて、同法第２９０条の規定により、議会

の議決を求める。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     提案理由でございますが、（１）群馬県市町村総合事務組合の組織団体で

ある桐生地域医療組合の名称が、令和５年４月１日から桐生地域医療企業団

と変更されるため。 

     （２）吾妻環境施設組合が新たに群馬県市町村総合事務組合の組織団体と

なり、群馬県市町村総合事務組合規約別表第２の５の項左欄の事務の共同処

理を令和５年４月１日から行うためでございます。 

     別紙規約変更に関する協議書につきましては、ご説明を省略させていただ

きます。 

     以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論はないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第２号議案を、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第２号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 
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○議長 佐藤博  次に、日程第５、第３号議案「富岡市甘楽郡介護認定審査会共同

設置規約の変更に関する協議について」を議題とし、提案理由の説明を福祉

課長に求めます。 

     福祉課長 

（猪野ともえ福祉課長 登壇） 

○福祉課長 猪野ともえ  命によりまして、第３号議案を朗読し、ご提案、ご説明

申し上げます。 

     第３号議案 富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協

議について。 

     富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の変更について、地方自治法第

２５２条の７第２項の規定により、別紙のとおり富岡市甘楽郡介護認定審査

会共同設置団体間において協議の上定めることについて、同条第３項の規定

により準用する第２５２条の２の２第３項の規定により、議会の議決を求め

る。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いいたします。 

     富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協議書。 

     地方自治法第２５２条の７第２項の規定により、富岡市甘楽郡介護認定審

査会共同設置規約の一部を下記のとおり変更することについて協議する。 

     記、富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の一部を改正する規約。 

     富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の一部を次のように改正する。 

     第４条第３項中「２４人」を「２５人」に改める。 

     附則、この規約は、令和５年４月１日から施行する。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第３号議案を、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第３号議案は、原案のとおり可決されま
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した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第６、第４号議案「下仁田町国民健康保険条例の一部

を改正する条例」を議題とし、提案理由の説明を福祉課長に求めます。 

     福祉課長 

（猪野ともえ福祉課長 登壇） 

○福祉課長 猪野ともえ  命によりまして、第４号議案を朗読し、ご提案、ご説明

申し上げます。 

     第４号議案 下仁田町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

     下仁田町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

     第６条第１項中「４０．８万円」を「４８．８万円」に改める。 

     附則、第１項、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

     第２項、施行日前に出産した被保険者に係る下仁田町国民健康保険条例第

６条の規定による出産育児一時金の額は、なお従前の例による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第４号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第４号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第７、第５号議案「下仁田町小口資金融資促進条例の

一部を改正する条例」を議題とし、提案理由の説明を商工観光課長に求めま

す。 

     商工観光課長 

（林光一商工観光課長 登壇） 

○商工観光課長 林光一  命によりまして、第５号議案を朗読し、ご提案、ご説明
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申し上げます。 

     第５号議案 下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例。 

     下仁田町小口資金融資促進条例の一部を次のように改正する。 

     附則第２項中「令和５年３月３１日」を「令和６年３月３１日」に改める。 

     附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第５号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第５号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第８、第６号議案「下仁田町起業支援テレワークオフ

ィスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」を議題とし、提案

理由の説明を商工観光課長に求めます。 

     商工観光課長 

（林光一商工観光課長 登壇） 

○商工観光課長 林光一  命によりまして、第６号議案を朗読し、ご提案、ご説明

申し上げます。 

     第６号議案 下仁田町起業支援テレワークオフィスの設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例。 

     下仁田町起業支援テレワークオフィスの設置及び管理に関する条例の一部

を次のように改正する。以下の改正内容につきましては、先の全員協議会で

ご説明申し上げましたので、説明は省略させていただきます。 

     附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 



- 21 - 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第６号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第６号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第９、第７号議案「下仁田町中小企業・小規模企業振

興基本条例」を議題とし、提案理由の説明を商工観光課長に求めます。 

     商工観光課長 

（林光一商工観光課長 登壇） 

○商工観光課長 林光一  命によりまして、第７号議案を朗読し、ご提案、ご説明

申し上げます。 

     第７号議案 下仁田町中小企業・小規模企業振興基本条例。 

     目的、第１条、この条例は、中小企業・小規模企業が地域経済の発展を果

たす役割の重要性に鑑み、その振興についての基本理念及び施策の基本とな

る事項を定めることにより、中小企業・小規模企業の振興に関する施策を総

合的、かつ、計画的に推進し、もって町の経済の健全な発展及び町民の生活

向上に寄与することを目的とする。 

     以下の内容につきましては、さきの全員協議会でご説明いたしましたので、

説明は省略させていただきます。 

     裏面、下段をお願いいたします。 

     附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論
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はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第７号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第７号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第１０、第８号議案「下仁田町屋外運動場照明施設の

設置及び管理に関する条例を廃止する条例」を議題とし、提案理由の説明を

教育課長に求めます。 

     教育課長 

（竹内誠教育課長 登壇） 

○教育課長 竹内誠  命によりまして、第８号議案を朗読し、ご提案、ご説明申し

上げます。 

     第８号議案 下仁田町屋外運動場照明施設の設置及び管理に関する条例を

廃止する条例。 

     下仁田町屋外運動場照明施設の設置及び管理に関する条例は廃止する。 

     附則、この条例は、公布の日から施行する。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論がないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第８号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第８号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第１１、第９号議案「町道路線の認定について」を議
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題とし、提案理由の説明を建設水道課長に求めます。 

     建設水道課長 

（荻野文昭建設水道課長 登壇） 

○建設水道課長 荻野文昭  命によりまして、第９号議案を朗読し、ご提案、ご説

明申し上げます。 

     第９号議案 町道路線の認定について。 

     道路法第８条第２項の規定に基づき、町道路線を下記のとおり認定する。 

     記、路線名、町道１２７９号線、起点、下仁田字山際６７７－４、終点、

下仁田字蚕影６４２－９、幅員、３．８メートルから４．７メートル、延長

３８．７６メートル。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討論

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  討論ないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第９号議案を、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 佐藤博  挙手全員です。よって、第９号議案は、原案のとおり可決されま

した。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に、日程第１２、第１０号議案から第１４号議案までを一括議

題とし、第１０号議案「令和４年度下仁田町一般会計補正予算（第５号）」

から、順次説明を願います。 

     総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、第１０号議案を朗読し、ご提案、ご説明申

し上げます。 

     第１０号議案 令和４年度下仁田町一般会計補正予算（第５号）。 

     令和４年度下仁田町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところ

による。 
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     歳入歳出予算の補正。 

     第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７，３５０万１，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５４億８，９７６万

３，０００円とする。 

     第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     繰越明許費。 

     第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使

用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

     地方債の補正。 

     第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算補正ですが、款の区分と補正予算額を申し上げます。 

     初めに、歳入です。 

     １款町税１，６９２万１，０００円。 

     １１款地方交付税６，３６１万５，０００円。 

     １３款分担金及び負担金３８万４，０００円。 

     １５款国庫支出金３００万９，０００円。 

     １６款県支出金１，１１８万４，０００円の減。 

     １８款寄附金３，８２５万円。 

     ２１款諸収入１６０万６，０００円。 

     ２２款町債６，０９０万円。 

     歳入合計５３億１，６２６万２，０００円に１億７，３５０万１，０００

円を追加し、５４億８，９７６万３，０００円としたいとするものでござい

ます。 

     次に、歳出です。 

     １款議会費５万２，０００円。 

     ２款総務費２億２１０万６，０００円。 

     ３款民生費５５５万９，０００円の減。 

     ４款衛生費２２３万８，０００円。 

     ６款農林水産業費１，１０１万１，０００円の減。 

     ７款商工費３万円。 

     ８款土木費２５７万９，０００円の減。 
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     ９款消防費１，１６３万１，０００円の減。 

     次ページにお願いします。 

     １０款教育費５１万６，０００円。 

     １２款公債費６６万１，０００円の減。 

     歳出合計５３億１，６２６万２，０００円に１億７，３５０万１，０００

円を追加し、５４億８，９７６万３，０００円としたいとするものでござい

ます。 

     第２表、繰越明許費です。 

     ２款総務費、１項総務管理費は、ネットワークシステム維持管理費で２７

万円、乗合バス運行事業で８２５万円。 

     ８款土木費、２項道路橋梁費は、過疎道路整備で３，７６２万円、橋梁維

持管理で２，６０６万円。３項河川費は、河川改良費で１，４８５万円。 

     １０款教育費、４項社会教育費は、社会教育推進で２２４万４，０００円

をそれぞれ繰越ししたいとするものでございます。 

     ６ページをお願いいたします。 

     ３表、地方債補正（変更）です。 

     起債の目的、過疎対策事業債は、限度額１億３，４４０万円に５，１１０

万円を追加し、限度額を１億８，５５０万円に。 

     過疎対策事業債（ソフト事業分）、限度額４，９１０万円に１，３２０万

円を追加し、限度額を６，２３０万円に。 

     防災対策事業債は、限度額８８０万円から８０万円を減額し、限度額を

８００万円に。 

     緊急自然災害防止対策事業債は、限度額５，１３０万円から２６０万円を

減額し、限度額を４，８７０万円にそれぞれ変更したいとするものでござい

ます。 

     なお、起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同じでございます。 

     次に、歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１、総括につきまして

は、説明を省略させていただきます。また、１０ページの２、歳入及び１４

ページの３、歳出につきましては、さきの全員協議会でご説明いたしました

ので省略をさせていただきます。 

     以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  以上で一般会計の説明が終わりました。 

     続いて、第１１号議案「令和４年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）」、第１２号議案「令和４年度下仁田町後期高齢者医療特別会
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計補正予算（第２号）」及び第１３号議案「令和４年度下仁田町介護保険特

別会計補正予算（第２号）」について福祉課長に説明を求めます。 

     福祉課長 

（猪野ともえ福祉課長 登壇） 

○福祉課長 猪野ともえ  命によりまして、第１１号議案から第１３号議案までを

朗読し、ご提案、ご説明申し上げます。 

     第１１号議案 令和４年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）。 

     令和４年度下仁田町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

     歳入歳出予算の補正。 

     第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，３２５万９，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億８，７０２万

７，０００円とする。 

     第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いします。 

     第１表、歳入歳出予算補正でございますが、款の区分と補正予算額を申し

上げます。 

     歳入でございます。 

     １款国民健康保険税１０５万４，０００円。 

     ４款県支出金４，０５６万１，０００円。 

     ６款繰入金３２万５，０００円。 

     ８款諸収入１，１３１万９，０００円。 

     歳入合計９億３，３７６万８，０００円に５，３２５万９，０００円を追

加し、９億８，７０２万７，０００円としたいとするものです。 

     続きまして、歳出でございます。 

     ２款保険給付費４，０７０万円。 

     ３款国民健康保険事業費納付金４，０００円。 

     ６款保健事業費２６万７，０００円の減。 

     ９款諸支出金１，１３１万９，０００円。 

     １０款予備費１５０万３，０００円。 

     歳出合計９億３，３７６万８，０００円に５，３２５万９，０００円を追
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加し、９億８，７０２万７，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１の総括につきましては、省

略させていただきます。５ページ、２、歳入、７ページ、３、歳出につきま

しては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたので、省略させて

いただきます。 

     次に、第１２号議案をお願いいたします。 

     第１２号議案 令和４年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）。 

     令和４年度下仁田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

     歳入歳出予算の補正。 

     第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４２９万７，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，９０８万４，０００

円とする。 

     第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いします。 

     第１表、歳入歳出予算補正でございますが、款の区分と補正予算額を申し

上げます。 

     歳入でございます。 

     １款後期高齢者医療保険料１４２万３，０００円の減。 

     ３款繰入金２８７万４，０００円の減。 

     歳入合計１億５，３３８万１，０００円から４２９万７，０００円を減額

し、１億４，９０８万４，０００円としたいとするものです。 

     続きまして、歳出でございます。 

     １款総務費９万４，０００円の減。 

     ３款後期高齢者医療広域連合納付金４２０万３，０００円の減。 

     歳出合計１億５，３３８万１，０００円から４２９万７，０００円を減額

し、１億４，９０８万４，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１の総括につきましては、省

略させていただきます。５ページ、２、歳入、６ページ、３、歳出につきま
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しては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたので、省略させて

いただきます。 

     次に、第１３号議案をお願いいたします。 

     第１３号議案 令和４年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第２号）。 

     令和４年度下仁田町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

     歳入歳出予算の補正。 

     第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，０４１万７，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億３，４３０万円

とする。 

     第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いします。 

     第１表、歳入歳出予算補正でございますが、款の区分と補正予算額を申し

上げます。 

     歳入でございます。 

     ３款国庫支出金２９６万５，０００円の減。 

     ４款支払基金交付金５２７万円の減。 

     ５款県支出金２６１万６，０００円の減。 

     ７款繰入金９５６万６，０００円の減。 

     歳入合計１４億５，４７１万７，０００円から２，０４１万７，０００円

を減額し、１４億３，４３０万円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳出でございます。 

     ２款保険給付費１，９５３万３，０００円の減。 

     ５款地域支援事業費８８万４，０００円の減。 

     歳出合計１４億５，４７１万７，０００円から２，０４１万７，０００円

を減額し、１４億３，４３０万円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１の総括につきましては、省

略させていただきます。６ページ、２、歳入、８ページ、３、歳出につきま

しては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたので、省略させて

いただきます。 
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     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  次に、第１４号議案「令和４年度下仁田町浄化槽整備事業特別会

計補正予算（第２号）」について、建設水道課長に説明を求めます。 

     建設水道課長 

（荻野文昭建設水道課長 登壇） 

○建設水道課長 荻野文昭  命によりまして、第１４号議案を朗読し、ご提案、ご

説明申し上げます。 

     第１４号議案 令和４年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第

２号）。 

     令和４年度下仁田町の浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

     歳入歳出予算の補正。 

     第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，１７９万４，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８０１万４，０００

円とする。 

     第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     地方債の補正。 

     第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次ページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算補正でございますが、款の区分と補正予算額を申し

上げます。 

     歳入です。 

     １款分担金及び負担金１０８万円の減。 

     ２款使用料及び手数料３０万７，０００円の減。 

     ４款県支出金１６０万５，０００円の減。 

     ６款繰入金６０万２，０００円の減。 

     ９款町債８２０万円の減。 

     歳入合計７，９８０万８，０００円から１，１７９万４，０００円を減額

し、６，８０１万４，０００円としたいとするものでございます。 

     歳出です。 

     １款浄化槽事業費１，１７２万４，０００円の減。 

     ２款公債費７万円の減。 
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     歳出合計７，９８０万８，０００円から１，１７９万４，０００円を減額

し、６，８０１万４，０００円としたいとするものでございます。 

     次ページをお願いいたします。 

     第２表、地方債補正でございます。 

     起債の目的、浄化槽施設設置事業（下水道事業債）、限度額９９０万円は

５８０万円に、過疎対策事業債、限度額５００万円は１５０万円に、過疎対

策事業債（ソフト事業分）４８０万円は４２０万円に、限度額計１，９７０

万円から１，１５０万円にしたいとするものでございます。 

     なお、起債の方法、利率、償還の方法は、補正前と同じでございます。 

     次ページをお願いいたします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１、総括につきましては、省

略させていただきます。 

     なお、５ページの２、歳入、６ページからの３、歳出につきましては、さ

きの全員協議会でご説明いたしましたので、省略させていただきます。 

     以上でございます。 

○議長 佐藤博  提案理由の説明が終わりましたので、第１０号議案から第１４号

議案までに対する質疑に入ります。 

     質疑に際しましては、会計名とページ数を申し述べていただきますよう、

あらかじめお願いをしておきます。 

     それでは、質疑を願います。質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結し、第１０号議案から第

１４号議案の５議案につきましては、予算決算特別委員会に付託したいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  ご異議ないものと認め、予算決算特別委員会に付託することに決

定いたしました。 

     ここで、暫時休憩いたします。 

     再開を１１時といたします。 

休  憩  午前１０時４９分 

再  開  午前１０時５９分 

○議長 佐藤博  休憩を解いて再開いたします。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に日程第１３、第１５号議案から第２０号議案までを一括議題
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といたします。まず、第１５号議案「令和５年度下仁田町一般会計予算」か

ら順次説明を願います。 

     総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、第１５号議案を朗読し、ご提案、ご説明を

申し上げます。 

     予算書１ページをお願いいたします。 

     第１５号議案 令和５年度下仁田町一般会計予算。 

     令和５年度下仁田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

     歳入歳出予算。 

     第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４８億８００万円と定

める。 

     第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

     債務負担行為。 

     第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

     地方債。 

     第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地

方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

     一時借入金。 

     第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は５億円と定める。 

     歳出予算の流用。 

     第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算

の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

     第１号、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不

足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     第２号、各項に計上した旅費、需用費及び役務費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算ですが、款の区分と予算額を申し上げます。 
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     初めに、歳入です。 

     １款町税７億８，６６７万５，０００円。 

     ２款地方譲与税８，４９２万円。 

     ３款利子割交付金３０万円。 

     ４款配当割交付金２５０万円。 

     ５款株式等譲渡所得割交付金２００万円。 

     ６款法人事業税交付金１，０００万円。 

     ７款地方消費税交付金１億５，９００万円。 

     ８款ゴルフ場利用税交付金１，１００万円。 

     ９款環境性能割交付金４００万円。 

     １０款地方特例交付金１５０万１，０００円。 

     １１款地方交付税２４億３，０００万円。 

     １２款交通安全対策特別交付金１１０万円。 

     １３款分担金及び負担金１，６９８万３，０００円。 

     １４款使用料及び手数料４，１３２万３，０００円。 

     １５款国庫支出金３億２，３３４万４，０００円。 

     １６款県支出金２億７，４５２万５，０００円。 

     １７款財産収入８７４万５，０００円。 

     １８款寄附金８，５１８万２，０００円。 

     ４ページをお願いいたします。 

     １９款繰入金２億５，７１０万２，０００円。 

     ２０款繰越金１，０００万円。 

     ２１款諸収入４，３５０万円。 

     ２２款町債２億５，４３０万円。 

     歳入合計４８億８００万円としたいとするものでございます。 

     ５ページをお願いいたします。 

     歳出です。 

     １款議会費６，８１３万９，０００円。 

     ２款総務費７億６，２９４万４，０００円。 

     ３款民生費１０億５，５４７万１，０００円。 

     ４款衛生費８億１，５５２万１，０００円。 

     ５款労働費７２万４，０００円。 

     ６款農林水産業費２億６，１７１万１，０００円。 

     ７款商工費１億２７２万円。 
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     ８款土木費３億３，０４２万４，０００円。 

     ６ページをお願いいたします。 

     ９款消防費２億８，９０９万５，０００円。 

     １０款教育費４億９，１３６万２，０００円。 

     １１款災害復旧費１万１，０００円。 

     １２款公債費６億１，７９２万２，０００円。 

     １３款諸支出金１９５万６，０００円。 

     １４款予備費１，０００万円。 

     歳出合計４８億８００万円としたいとするものでございます。 

     次に、第２表、債務負担行為です。 

     事項につきましては、下仁田町起業支援テレワークオフィスの管理、運営

に関する協定で、期間を令和６年度から令和８年度までとし、限度額を３００

万円としたいとするものでございます。 

     第３表、地方債です。 

     起債の目的と限度額は、過疎対策事業債１億６，５００万円、過疎対策事

業債ソフト事業分３，９９０万円、地方道路等整備事業債５５０万円、公営

住宅建設事業債４１０万円、防災対策事業債３２０万円、緊急自然災害防止

対策事業債１，０６０万円、臨時財政対策債２，６００万円、限度額計は２

億５，４３０万円で、起債の方法は証書借入れ、または証券発行、利率は年

３％以内とし、償還の方法は借入れ先の融資条件による。ただし、町財政の

都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利

債に借換えすることができるとしたいとするものでございます。 

     ８ページをお願いいたします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１、総括につきましては、省

略をさせていただきます。１１ページ、２、歳入及び２８ページ、３、歳出

につきましては、さきの全員協議会でご説明をいたしましたので、省略をさ

せていただきます。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  以上で、一般会計予算の説明が終わりました。 

     続いて、第１６号議案「令和５年度下仁田町国民健康保険特別会計予算」、

第１７号議案「令和５年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算」及び第

１８号議案「令和５年度下仁田町介護保険特別会計予算」について、福祉課

長に説明を求めます。 

     福祉課長 



- 34 - 

（猪野ともえ福祉課長 登壇） 

○福祉課長 猪野ともえ  予算書、１６１ページをお願いいたします。 

     命によりまして、第１６号議案から第１８号議案までを朗読し、ご提案、

ご説明申し上げます。 

     第１６号議案 令和５年度下仁田町国民健康保険特別会計予算。 

     令和５年度下仁田町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

     歳入歳出予算。 

     第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億８，８８７万

２，０００円と定める。 

     第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出」による。 

     一時借入金。 

     第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は５，０００万円と定める。 

     歳出予算の流用。 

     第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

     第１号、各項に計上した旅費、需用費及び役務費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     第２号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いします。 

     第１表、歳入歳出でございますが、款の区分と金額を申し上げます。 

     初めに、歳入でございます。 

     １款国民健康保険税１億３，４２８万４，０００円。 

     ２款使用料及び手数料１，０００円。 

     ３款国庫支出金１万１，０００円。 

     ４款県支出金７億６，９８８万４，０００円。 

     ５款財産収入２，０００円。 

     ６款繰入金８，４５０万５，０００円。 

     ７款繰越金１，０００円。 

     ８款諸収入１８万４，０００円。 
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     歳入合計９億８，８８７万２，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     次に、歳出でございます。 

     １款総務費８５９万円。 

     ２款保険給付費７億２，７９４万８，０００円。 

     ３款国民健康保険事業費納付金２億２，５９５万４，０００円。 

     ４款共同事業拠出金１，０００円。 

     ５款財政安定化基金拠出金１，０００円。 

     ６款保健事業費１，８８６万４，０００円。 

     ７款基金積立金２，０００円。 

     ８款公債費３，０００円。 

     次のページをお願いします。 

     ９款諸支出金５５０万９，０００円。 

     １０款予備費２００万円。 

     歳出合計９億８，８８７万２，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書、１の総括につきましては、省略させていただ

きます。また、１６７ページ、２、歳入及び１７３ページ、３、歳出につき

ましては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたので、省略させ

ていただきます。 

     次に、１８７ページをお願いします。 

     第１７号議案 令和５年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算。 

     令和５年度下仁田町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

     歳入歳出予算。 

     第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億６，０９９万４，０００

円と定める。 

     第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

     一時借入金。 

     第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は１，０００万円と定める。 

     歳出予算の流用。 

     第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の
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各項の経費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 

     第１号、各項に計上した需用費及び役務費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算でございますが、款の区分と金額を申し上げます。 

     初めに、歳入でございます。 

     １款後期高齢者医療保険料９，５９８万７，０００円。 

     ２款使用料及び手数料２，０００円。 

     ３款繰入金５，８３６万９，０００円。 

     ４款繰越金１，０００円。 

     ５款諸収入６６３万５，０００円。 

     歳入合計１億６，０９９万４，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     次に、歳出です。 

     １款総務費２４７万円。 

     ２款保健事業費７４２万３，０００円。 

     ３款後期高齢者医療広域連合納付金１億４，９９９万９，０００円。 

     ４款諸支出金１０万１，０００円。 

     ５款公債費１，０００円。 

     ６款予備費１００万円。 

     歳出合計１億６，０９９万４，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１の総括につきましては、省

略させていただきます。また、１９２ページの２、歳入及び１９４ページの

３、歳出につきましては、さきの全員協議会でご説明させていただきました

ので、省略させていただきます。 

     次に、１９９ページをお願いします。 

     第１８号議案 令和５年度下仁田町介護保険特別会計予算。 

     令和５年度下仁田町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

     歳入歳出予算。 

     第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３億９，１５４万

６，０００円と定める。 
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     第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

     一時借入金。 

     第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は２，０００万円と定める。 

     歳出予算の流用。 

     第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

     第１号、各項に計上した旅費、需用費及び役務費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     第２号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     第３号、地域支援事業費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次のページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算でございますが、款の区分と金額を申し上げます。 

     初めに、歳入でございます。 

     １款保険料２億２，４１５万８，０００円。 

     ２款使用料及び手数料１，０００円。 

     ３款国庫支出金３億７，２８０万２，０００円。 

     ４款支払基金交付金３億６，８７９万２，０００円。 

     ５款県支出金２億８４３万９，０００円。 

     ６款財産収入８，０００円。 

     ７款繰入金２億１，６６０万７，０００円。 

     ８款繰越金１，０００円。 

     ９款諸収入７３万８，０００円。 

     歳入合計１３億９，１５４万６，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いいたします。 

     次に、歳出です。 

     １款総務費１，４３５万１，０００円。 

     ２款保険給付費１３億１，４８３万円。 

     ３款財政安定化基金拠出金１，０００円。 

     ４款基金積立金８，０００円。 
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     ５款地域支援事業費６，１３５万１，０００円。 

     ６款公債費１，０００円。 

     ７款諸支出金４，０００円。 

     ８款予備費１００万円。 

     歳出合計１３億９，１５４万６，０００円としたいとするものです。 

     次のページをお願いします。 

     歳入歳出予算事項別明細書、１の総括につきましては、省略させていただ

きます。また、２０６ページの２、歳入及び２１１ページの３、歳出につき

ましては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたので、省略させ

ていただきます。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  次に第１９号議案「令和５年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計

予算」、第２０号議案「令和５年度下仁田町水道事業会計予算」について、

建設水道課長に説明を求めます。 

     建設水道課長。 

（荻野文昭建設水道課長 登壇） 

○建設水道課長 荻野文昭  命によりまして、第１９号議案と第２０議案を朗読し、

ご提案、ご説明申し上げます。 

     予算書２３１ページをお願いいたします。 

     第１９号議案 令和５年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算。 

     令和５年度下仁田町の浄化槽整備事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

     歳入歳出予算。 

     第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，９０７万円と定め

る。 

     第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

     地方債。 

     第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地

方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 

地方債」による。 

     一時借入金。 

     第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は２，０００万円と定める。 
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     歳出予算の流用。 

     第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

     第１号、各項に計上した需用費及び役務費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     次ページをお願いいたします。 

     第１表、歳入歳出予算でございますが、款の区分と予算額を申し上げます。 

     歳入。 

     １款分担金及び負担金４９５万円。 

     ２款使用料及び手数料２，４９９万６，０００円。 

     ３款国庫支出金１，０１６万２，０００円。 

     ４款県支出金４２５万１，０００円。 

     ５款財産収入１，０００円。 

     ６款繰入金１，１９０万８，０００円。 

     ７款繰越金１００万円。 

     ８款諸収入２，０００円。 

     ９款町債４，１８０万円。 

     歳入合計９，９０７万円としたいとするものでございます。 

     次ページをお願いします。 

     歳出。 

     １款浄化槽事業費８，８８４万５，０００円。 

     ２款公債費９２２万５，０００円。 

     ３款予備費１００万円。 

     歳出合計９，９０７万円としたいとするものでございます。 

     次ページをお願いいたします。 

     第２表、地方債。 

     起債の目的、浄化槽施設設置事業下水道事業債限度額２，０９０万円、過

疎対策事業債限度額７２０万円、過疎対策事業債ソフト事業分限度額１，３７０

万円、限度額計４，１８０万円。起債の方法、証書借入、または証券発行。

利率、３％以内。償還の方法、借入先の融資条件による。ただし、町財政の

都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利

債に借換えすることができる。 

     次ページをお願いいたします。 
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     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１、総括につきましては、省

略させていただきます。なお、２３７ページからの２、歳入、２３９ページ

からの３、歳出以降につきましては、さきの全員協議会でご説明いたしまし

たので、省略させていただきます。 

     以上でございます。 

     続きまして、２４３ページをお願いいたします。 

     第２０号議案 令和５年度下仁田町水道事業会計予算。 

     総則。 

     第１条、令和５年度下仁田町水道事業会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

     業務の予定量。 

     第２条、業務の予定量は次のとおりとする。 

     １、給水戸数３，４２４戸。２、年間給水量８５万４３１立方メートル。

３、１日平均給水量２，３２３立方メートル。 

     収益的収入及び支出。 

     第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

     収入。 

     第１款水道事業収益２億５，９８１万６，０００円。第１項営業収益１億

９，７６９万６，０００円。第２項営業外収益６，２１１万９，０００円。

第３項特別利益１，０００円。 

     支出。 

     第１款水道事業費用２億５，８６０万６，０００円。第１項営業費用２億

４，３３３万８，０００円。第２項営業外費用１，４７６万５，０００円。

第３項特別損失３，０００円。第４項予備費５０万円。 

     次ページをお願いいたします。 

     基本的収入及び支出。 

     第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

     資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７，５９７万９，０００円

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２０１万６，０００円、

当年度分損益勘定留保資金５，１７５万３，０００円、減債積立金２，２２１

万円で補てんするものとする。 

     収入。 

     第１款資本的収入８，２３０万６，０００円。第１項企業債２，１５０万

円。第２項出資金２，８０４万５，０００円。第３項国庫補助金２２７万
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７，０００円。第４項他会計補助金３，０４８万３，０００円。第５項他会

計負担金１，０００円。 

     支出。 

     第１款資本的支出１億５，８２８万５，０００円。第１項建設改良費

５，０４５万４，０００円。第２項企業債償還金１億７８３万１，０００円。 

     企業債。 

     第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次の

とおりと定める。 

     起債の目的、浄水場施設工事、配水本管布設替工事、限度額２，１５０万

円、起債の方法、証書借入、利率年３％以内、償還の方法、借入先の融資条

件による。ただし企業財政その他の都合により据置期間及び償還期限を短縮

し、若しくは繰上償還又は低利に借換えることができる。 

     一時借入金。 

     第６条、一時借入金の限度額は、１，０００万円と定める。 

     予定支出の各項の経費の金額の流用。 

     第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次

のとおりと定める。 

     第１款水道事業費用、第１項営業費用、第２項営業外費用。 

     議会の議決を経なければ流用することのできない経費。 

     第８条、次に挙げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費

の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

     １、職員給与費３，２７６万５，０００円。 

     他会計からの補助金。 

     第９条、水道水源開発事業に係る企業債、災害復旧事業債、簡易水道統合

整備事業に係る簡易水道事業債及び過疎債の元利償還等及び児童手当に要す

る経費のために一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、７，４５９万

９,０００円である。 

     たな卸資産購入限度額。 

     第１０条、たな卸資産購入限度額は、２１２万１，０００円と定める。 

     重要な資産の取得及び処分。 

     第１１条、重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。 

     １、取得する資産、種類、浄水場施設工事、名称、宮畑浄水場沈殿池修繕

工事、数量、沈殿池１箇所。種類、配水本管布設替工事、名称、小坂地区
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（滑～二岩方面）、水道本管布設替工事、数量、Ｌ＝１００．５メートル、

ＰＥ径１５０ミリ。名称、緑ケ丘地区水道本管布設替工事、数量、Ｌ＝１３６．２

メートル、ＰＥ径５０ミリ。 

     令和５年３月７日提出、下仁田町長 原秀男。 

     なお、次ページの実施計画以降につきましては、さきの全員協議会でご説

明いたしましたので、省略させていただきます。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤博  提案説明が終わりましたので、第１５号議案から第２０号議案ま

でに対する質疑に入ります。 

     質疑に際しましては、会計名とページ数を申し述べていただきますよう、

あらかじめお願いをしておきます。 

     それでは、質疑を願います。 

     木暮弘元君 

○５番 木暮弘元  １３９ページ、説明で公文書保存事業ということで、その説明

をお願いいたします。 

○議長 佐藤博  教育課長 

○教育課長 竹内誠  お答えいたします。 

     公文書保存事業４６万５，０００円でございます。今まで、資料収集が中

心だったんですけれども、町史編さん事業につきまして、令和５年度から長

期計画になる見込みではありますけれども、編さん事業に着手したいという

ことで、予算を計上しているものでございます。 

○議長 佐藤博  木暮弘元君 

○５番 木暮弘元  ４６万５，０００円ということですけれども、今までの予算は

どのようにして、経過を説明していただきたいと思います。どのようにして、

今までは予算組みをしていたんでしょうか。 

○議長 佐藤博  教育課長 

○教育課長 竹内誠  令和４年度につきましては、保存整理事業ということで、予

算は１万円を計上しております。その前の年、令和３年度は１０万円という

ことで予算は計上しています。それに比べまして、令和５年度からもう少し、

着手に向けてしていきたいということで、計上させてもらっております。 

○議長 佐藤博  木暮弘元君 

○５番 木暮弘元  令和５年度の予算が今まで、例年どおり、今までの予算で来ま

したけれども、いっぱい予算をつけてもらったということなんでしょうね。

結果的に、要するに資料収集だけじゃなく、一生懸命、町史編さんをやって
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いただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げまして、質問を終わ

ります。 

○議長 佐藤博  ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  質疑がないようですので、質疑を終結し、第１５号議案から第

２０号議案の６議案につきましては、予算決算特別委員会に付託したいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 佐藤博  ご異議ないものと認め、予算決算特別委員会に付託することに決

定いたしました。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  次に日程第１４、陳情を議題といたします。 

     ただいま議題となっております陳情第３号 国に「旧統一協会等による被

害の防止・救済を求める意見書」の提出を求める陳情書は全員協議会で協議

いたします。 

──────────────────── 

○議長 佐藤博  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

     本日はこれにて散会いたします。 

     大変ご苦労さまでした。 

──────────────────── 

    散  会    令和５年３月９日  午前１１時４３分 

 


